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一
九
九
二
年
幼
第
二
七

O
五
号

公
式
陳
謝
等
請
求
事
件

r都
亦
久
市
又
由
叩
占
斗
室
田

被原
aュ昌ユ
C J:コ
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別
紙
原
告
目
録
(
三
)
記
載
の
と
お
り

国

訴
状
添
付
原
告
目
録
(
一
)
(
二
)
記
載
の
原
告
と
被
告
と
の
聞
の
頭
書
事
件
に
つ
い

て
、
右
原
告
の
う
ち
別
紙
原
告
白
録
(
三
)
記
載
の
原
告
は
、
訴
状
請
求
の
趣
旨
第
一
項
を

次
の
第
一
項
の
と
お
り
変
更
し
、
訴
状
請
求
の
趣
旨
第
四
項
と
し
て
次
の
第
二
項
を
追
加

し
、
か
つ

ζ

れ
に
伴
い
請
求
原
因
を
左
記
の
と
お
り
追
加
す
る
。

一
九
九
三
年
八
月
二
三
日右
原
告
ら
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

同同同

松山掘小

野

誠

和

本本

康晴

之太幸之
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戸'¥

~、

在
祐
天
寺
(
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五

i
‘
二
四
!
五
一
ニ
)
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

数
は
二
八
五
柱
と
さ
れ
て
い
る
。

遺
骨
は
、
小
さ
な
箱
に
入
っ
て
い
る
三

O
柱
ぐ
ら
い
が
一
つ
の
大
き
な
箱
に
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
箱
に
ナ
ン
バ
ー
が
打
た
れ
て
い
て
、
一
!
一
五
は
誰
々
と
い
う
よ
う

に
、
厚
生
省
で
ま
と
め
て
氏
名
を
保
管
し
て
い
る
と
の
と
と
で
あ
る
。

'
厚
生
省
は
、
か
つ
て
韓
国
政
府
に
名
簿
を
渡
し
、
そ
れ
を
も
と
に
遺
族
を
捜
す
よ
う

に
要
請
し
、
遺
族
が
わ
か
れ
ば
韓
国
政
府
を
通
じ
て
遺
骨
を
渡
す
、
と
い
う
対
応
を

取
っ
た
。

祐
天
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
八
五
柱
は
、
厚
生
省
の
渡
し
た
名
簿
が
不
十
分

な
も
の
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
韓
国
政
府
の
調
査
で
「
該
当
者
な
し
」
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

厚
生
省
は
、
現
在
、
韓
国
政
府
を
通
じ
て
し
か
遺
骨
の
引
き
渡
し
は
し
な
い
方
針
を

取
っ
て
お
り
、
遺
族
か
ら
返
還
請
求
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
個
別
の
請
求
に
全

く
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。

ニ
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
戦
中
の
日
系
人
強
制
収
容
所
問
題
に
つ
い
て
「
謝
罪
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と
補
償
」
が
決
定
さ
れ
、
日
本
政
府
に
任
せ
て
い
て
は
ら
ち
が
あ
か
な
い
と
い
う
ζ

と

で
、
日
本
に
住
む
当
ャ
事
者
の
た
め
に
両
国
の
担
当
官
が
一
九
八
九
年
に
来
日
し
、
全
国

を
回
っ
て
説
明
会
を
聞
い
た
り
、
大
使
館
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
た
り
し
て
当
事

者
を
探
し
、
受
付
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
、
韓
国
で
遺
族
を
探
す
こ
と
も
せ
ず
、
何
と
、
韓
国
の

遺
族
が
わ
ざ
わ
ざ
日
本
で
遺
骨
の
返
還
を
求
め
て
も
、
そ
の
よ
う
な
請
求
を
断
る
と
い

う
方
針
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
遺
骨
は
、
韓
国
か
ら
強
制
的
に
日
本
に
連
行
さ
れ
、
奴
隷
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
、
そ

し
て
韓
国
に
帰
す
と
船
に
乗
せ
ら
れ
て
爆
死
さ
せ
ら
れ
た
、
恨
み
の
遺
骨
で
あ
る
。

本
件
後
九
年
間
も
放
置
さ
れ
、
そ
の
後
日
本
国
内
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
、
い
ま
だ
遺

骨
の
姿
で
す
ら
韓
国
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
包
本
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

無
念
の
魂
は
、
行
き
ど
と
ろ
も
な
く
さ
ま
よ
う
ば
か
り
で
あ
る
。

遺
族
の
不
信
感
は
、
日
に
日
に
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
と
に
、
や
む
な
く
遺
骨
の
返
還
を
請
求
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
遺
骨
の
返
還
に
際
し
、
被
告
に
は
、
別
紙
原
告
目
録
(
三
)
記
載
の
原
告
に

四

乙乙3

戸、

Fヘ
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対
し
、
供
養
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
金
一

O
万
円
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
か
・
か
る
義
務

も
、
道
義
的
国
家
た
る
べ
き
義
務
か
ら
当
然
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
右
義
務
の
誠

実
な
履
行
を
も
併
せ
求
め
る
。

第

二

遺

骨

の

所

有

権

遺
骨
の
所
有
権
に
つ
い
て
は
、
韓
国
民
法
の
改
-
正
の
前
後
を
通
じ
明
文
の
規
定
が
な

日
本
民
法
に
も
、
遺
骨
の
所
有
権
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
が
、
日
本
人
の
遺
骨
の
所

有
権
に
つ
い
て
は
、
慣
習
に
従
っ
て
祭
-
杷
を
主
宰
す
べ
き
者
に
帰
属
し
た
と
し
て
、
祭
-
杷

を
主
宰
す
べ
き
者
へ
の
遺
骨
の
引
渡
し
を
命
じ
た
原
審
の
結
論
を
維
持
し
た
最
高
裁
判
所

の
一
九
八
九
年
七
月
一
八
日
判
決
(
家
月
四
一
巻
一
一

O
号
一
二
八
頁
)
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
遺
骨
は
祭
杷
の
主
た
る
対
象
で
あ
る
か
ら
、
朝
鮮
人
の
遺
骨
に
つ
い
て
も
被

相
続
入
の
祭
把
を
主
催
す
べ
き
者
に
そ
の
帰
属
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

と
ζ

ろ
で
、
一
九
九
一
年
改
正
前
の
韓
国
民
法
九
九
六
条
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
¥
'
祭

把
は
家
の
承
継
者
で
あ
一
る
戸
主
が
承
継
“
す
る
u

と
い
-
ク
慣
習
が
あ
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
1

そ
し
て
、
改
正
後
の
韓
国
民
法
-
一

cop-A条
の
三
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
J

戸
主
承
・
継
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戸可

戸、

の
遺
族
と
し
て
の
、
内
金
五

O
O
O
万
円
の
請
求
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
と
し
、
供
養
料

の
一

O
万
円
と
あ
わ
せ
、
合
計
五

O
一
O
万
円
を
請
求
す
る
こ
と
と
す
る
。
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喧
団
地
問
門
目
円
口
組
孤

以
下
の
遺
骨
は
、
全
て
祐
天
寺

い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

(
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五

l
二
四
!
五
三
所
在
)

九八七六五四三二一

犠
牲
者
全
書
巌
の
遺
骨

同

金

鶴

秀

(

創

氏

名

福

田

鶴

秀

)

同

白

小

堂

(

創

氏

名

泉

原

小

堂

)

同

申

順

浩

(

創

氏

名

高

村

順

浩

)

同

越

相

旭

の

遺

骨

同

辛

源

甲

(

創

氏

名

山

本

源

甲

)

同

鄭

福

男

の

遺

骨

同

張

玉

南

(

創

氏

名

中

山

幸

子

)

同

志

玉

成

(

創

氏

名

中

山

花

子

)

~ 

の
遺
骨

の
遺
骨

の
遺
骨

の
遺
骨

の
遺
骨

の
遺
骨

~ 

に
お
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京

都

地
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